
令和５年度小平市立小平第十二小学校～「全国学力・学習状況調査」結果概要～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 各教科の調査結果の分析 

【国語】    状況の分析                    課題 

 

 

 

 

 

 

学校で取り組む具体的な改善策 

 

 

 

【算数】     状況の分析                   課題 

 

 

 

 

 

 

 

学校で取り組む具体的な改善策 

 

 

 

 国語全体の正答率は全国平均と比べて－8.2 ポイ

ントで、水準を下回った。特に、「話すこと・聞く

こと」では、－16.5 ポイントと大きく下回った。

また、問題の後半になるにつれ、時間がなく無解

答になっている児童が多くいた。 

「話す・聞く能力」を高めていくために、ペアや小グループでの話し合い活動や、インタビューや発

表する機会など、学習の形態や指導の方法等を工夫していく。児童が自分の考えをノート等に記入する

時間を十分に確保する。自分の意見を発表したり、他の人の意見を聞いて自分の考えを深めたりする場

面を多く設け、思考力や表現力を育てる。朝の学習や読書マラソン等の活用も継続していく。 

 

１ 調査目的・対象 

児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析し、成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、今

後の児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるための調査です。 

 

２ 調査内容 

（１）教科に関する調査 

身に付けておかなかければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠で

あり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等、また、知識・技能を実生活の

様々な場面で活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力等に関す

ることを児童が答える調査です。 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関することを児童が答える調査です。 

 

「話す・聞く能力」に課題がある。話し手の意

図を捉えながら聞いたり、意図に応じて質問を工

夫したりと、コミュニケーション能力を高めた

い。普段から文章を読む習慣を付けたり、自分の

考えをまとめたりすることも課題である。 

算数全体の正答率は全国平均を 1.5 ポイント下

回った。特に図形の性質や百分率についての理解

が不足している。計算問題の正答率は全国平均と

ほぼ変わらなかったが、文章や図を読み取りなが

ら考える問題では、問題が長くなるほど無回答率

が増える傾向にあった。 

計算力については、今後も十二小タイムや朝学タイムにおいて反復学習を継続する。記述式問題で

は、まず型を提示して書くことに慣れさせた上で、自分の言葉を使って表現できるよう段階を踏んで指

導していく。「知識・技能」を高めつつ、それを日常生活に生かせるような場面設定を行い、児童の理解

を深めていく。常に問われていることを意識しながら、問題文を読む習慣も身に付けさせる。 

日常の場面で割合を使えるようになることが課

題である。知識として身に付けたことを普段の生

活で使えるようにしていく。また、文章を根気よ

く読んで問題に答えたり、図やグラフを読み取な

がら筋道立てて考えたりすることも課題である。 



【質問紙】    状況の分析                    課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校で取り組む具体的な改善策 

 

 

 

  

 ６年間で系統的に積み上げられ、保護者・地域と連携した授業を取り入れた教材開発を行う。地域教

育コーディネーターや地域の専門的な知識をもった方との授業づくりを通して、地域に愛着をもっても

らい、地域の魅力や文化的な教養を身に付けさせていく。また、今年度も毎学期に「十二小家庭学習強

化週間」を設けている。この週間では、多くの児童が積極的に家庭学習に取り組んでいる。学年×10 分

間の家庭学習、自主学習、読書等の励行を児童・保護者に引き続き呼び掛けるとともに、家庭学習強化

週間の終了後も取組が続けられるよう声掛けをしていく。自ら計画を立て、実行する姿勢を授業におい

ても育てていく。 

 「地域の行事に参加していますか」の質問で

は、約７５％の児童が参加できずにいることが分

かる。一方、「地域をよくするために何かしてみた

いと思いますか」の質問には、７５％の児童が肯

定的な回答をしている。計画を立てて勉強するこ

と、１日当たりの学習時間、ICT 機器の活用につ

いても全国より低い傾向があった。 

 コロナ禍の影響により対面で関わることの機会

や時間が減少したことで、地域人材とのつながり

や地域行事への参加意識が薄れている。自分で計

画を立てて家庭学習をしている割合が２０％未満

となっている。家庭学習が１時間未満の児童の割

合が５０％以上であり、計画的に家庭学習の定着

を図ることが今後の課題である。 


